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親子ふれあいフェスタ 

１２月７日（土）に、イベント委員を中心にした PTAの皆さんの企画により、親子ふれあ
いフェスタを実施しました。これは、子どもたちが育て収穫したもち米の収穫祭も兼ねてい
ます。そこで、もちつきと共に、つき上がったもちをみんなで食べました。 
子どもたちの感想は、次のようなものでした。 
 

「きねは重かったけど、楽しかったです。」 
「久しぶりのもちつきは、楽しかったです。」 
「もちがモチモチしていて、とても美味しか 
ったです。」 

「今日、おもちを食べることができ嬉しかっ 
たです。」 

「今日のために、準備していただきありがと 
うございます。」 

「（保護者は）前日の準備も大変だったと思い 
ます。」 

「朝早くから芋を蒸したり、お湯を沸かした 
りありがとうございます。」 

「初めて親子ふれあいフェスタをして楽しか 
ったです。」 
 
今回、親子ふれあいフェスタまでに、多く    「いち・にっ！」軽快に親子でもちつき！ 

の方にご協力いただきました。水田（コメコ
メランド）を貸してくださった大林の宮本さ
ん、肥料を分けてくださった瀬田の上田さん、
代かきなどしていただいた今村さん、水管理
を一手に引き受けていただいた地域コーディ
ネーターの内村さん、収穫のお手伝いをいた
だいた方々など、数え切れない多くの方々の
ご協力があって、この日を迎えています。ま
た、9 月には一部の稲が枯れたため、急遽そ
れらを刈り取る作業も保護者の皆さんにして
いただきました。 
そしてようやく今日を迎えることができま

した。地域や保護者の皆さんのお陰で、今回
は大成功でした。このような楽しい思い出は、 
子どもたちの心にしっかりと刻まれる筈です。    「温かい！やわらか～い！」もち丸め 
改めて大津町のよさを感じたところです。 

なお、今回のもち米を地域の皆様にお分けできず、申し訳ございませんでした。次年度に
期待したいと思います。これからも“子どもセンタード”でよろしくお願いします。 

 

 本の貸し出し冊数（１０月分） 

図書司書の先生が、10月の本の貸出冊数を調べました。する

と、昨年度（R５）より、1人当たり１．３冊増加していること

が分かりました。以前もお伝えしましたが、多くの本と出会い、

心豊かに成長して欲しいと願っています。 

 1人当たり貸出数 

R5.10月 10.4冊 

R6.10月 11.7冊 ↑ 

大津町立大津東小学校 
校長 太田黒 保宏 

本は“友達” 



君、想像したことある？ 

１２月１０日は“世界人権デー”です。また、熊本県では、11月からの 1ヶ月間を熊本
県人権月間と定め、自分や周りの人の人権を考える取組を進めてきました。他人事（ひとご
と）ではなく、自分事として考える人権です。自分を主語にして、その思いを想像すること
はできても、実際の行動がどうなのか、客観的に自分自身を俯瞰してみなければいけませ
ん。以前、ある小学 6年生が書いた記事を読んだことがあります。それは、人権を深く多
面的に捉え説得力のある率直な訴えとなっていました。「いじめは、いじめる子に想像力を
持ってもらうことでしか止まらない。」と書いていた小学 6年生の言葉です。 

いじめゲームをしている君へ 
あのね。キモい死ねと連日ネットで言われるぼくが生まれた日、パパとママはうれし

くて、命にかえても守りたいと思って、ぼくがかわいくて、すごく泣いたらしいですよ。
この子に出会うために生きてきたんだって思えるくらい幸せだったんだって。それは、
ぼくが生意気になった今でも変わらないそうですよ。 
想像してください。君があざ笑った子がはじめて立った日、はじめて歩いた日、はじ

めて笑った日、うれしくて泣いたり笑ったりした人たちの姿を。君がキモいウザいと思
った人を、世界中の誰よりも、じぶんの命にかえても、愛している人たちのことを。 
そして、その人たちと同じように笑ったり泣いたりして君を育ててきた、君のお父さ

んやお母さんが、今の君を見てどう思うのか。 
それは、君のちっぽけな優越感と引き換えに失ってもいいものなのか。いま一度、考

えてみてください。 
 
相手の見えないネット社会で、人権蹂躙である心ない辛らつな言葉。いじめに苦しむ人が

いない世の中にするには、相手の人権を尊重し、ともに大切にしていこうとする姿勢からは
じまります。学校では、自分自身を冷静に振り返って考えていきます。 
さて、先日（１２／４）の校内研修では、“LGBTQ＋”について教職員で研修をしました。

大人である我々が、正しい知識を常に確認していくことが大事だと感じました。多様性を認
め、みんなが生き生きと自分らしく暮らしていくことができる社会を希求していきましょう。 
更に、世界中の戦争などを無くし、人々の“命”を大切にしながら、部落差別をはじめとす

る人権差別がなくなるように、これからも行動していきたいと考えています。 
 

なかよしフェスタ 
 
11月 21日に、町総合体育館で町内の各小・中学校特別支援学級の児童生徒が一堂に会

して、なかよしフェスタを実施しました。この日のために、本校児童も数ヶ月をかけて準備
してきました。 
「大津東小のキックボーリングだよ！」 
「ただでできるよ！いらっしゃい！いらっしゃい！」 
上手な呼び込みに、他校の子どもたちが集まってきました。 
ルール説明後に、狙いを定めてボールを蹴ります。当たって
もそうでなくても盛り上がりました。更に、空くじなしのプ
レゼントもあります。ストライクを出したら子どもたちお手
製の“アイロンビーズ”を、倒せなくても心のこもった“し
おり”が当たります。そこには、みんなの笑顔があふれてい
ました。 
「久しぶり（1年ぶり）にできて良かったです。」 
「色んな物が買えて嬉しかったです。」 
子どもたちが考え、実践を通して学ぶとても貴重な機会でした。 
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